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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成22年1月14日(2010.1.14)

【公表番号】特表2009-516333(P2009-516333A)
【公表日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2009-015
【出願番号】特願2008-540288(P2008-540288)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｈ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｈ   9/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月13日(2009.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の端部から第２の端部へと横方向加速軸へ向かって延び、電気的な波面を伝搬して
、横方向加速軸に沿ってパルス状の勾配を与えるための少なくとも１つの伝送ラインを備
えるコンパクト線形加速器であって、各伝送ラインが、
　第１の端部、および、前記加速軸に隣接する第２の端部を有する第１の導体と、
　第１の導体に隣接し、そして、第１の端部、および、前記加速軸に隣接する第２の端部
を有する第２の導体と、
　前記第１の導体と前記第２の導体との間の空間を満たし、そして、少なくとも１つの有
機高分子と、前記有機高分子の誘電定数よりも大きい誘電定数を有する少なくとも１つの
粒子充填材とを備える成型誘電複合体と
を備えるところのコンパクト線形加速器。
【請求項２】
　前記第１および第２の導体、並びに、前記成型誘電複合体は、第１の端部から第２の端
部へと長手方向に延びる平行板ストリップ状に構成されている、請求項１に記載のコンパ
クト線形加速器。
【請求項３】
　２つの伝送ラインが横方向加速軸へ向かって延びて、ブルームラインモジュールを形成
しており、前記ブルームラインモジュールは、前記第１の導体と、前記第２の導体と、こ
れらの導体間に設けられた誘電複合体と、前記第２の導体に隣接しており、そして、第１
の端部と、前記加速軸に隣接する第２の端部とを有する第３の導体と、前記第２の導体と
前記第３の導体との間の空間を満たし、そして、少なくとも１つの有機高分子と、前記有
機高分子よりも大きい誘電定数を有する少なくとも１つの粒子充填材とを備える第２の誘
電複合体とを備える、請求項１に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項４】
　前記第１および第２の誘電複合体が、異なる誘電定数を有して、非対称ブルームライン
を形成する、請求項３に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項５】
　前記第１および第２の誘電複合体が、等しい誘電定数を有して意、対称ブルームライン
を形成する、請求項３に記載のコンパクト線形加速器。
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【請求項６】
　第１のブルームラインモジュールと位置合わせされて積層される少なくとも１つの更な
るブルームラインモジュールを更に備える、請求項３に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項７】
　前記第１および第２の導体は、導電層、半導電層、半絶縁層、絶縁層から成るグループ
から選択される材料でコーティングされる、請求項１に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項８】
　前記成型誘電複合体は、０．００５インチよりも大きい厚さを有している、請求項１に
記載のコンパクト線形加速器。
【請求項９】
　前記成型誘電複合体は、２～４０の誘電定数を有している、請求項１に記載のコンパク
ト線形加速器。
【請求項１０】
　前記成型誘電複合体は、前記複合体が－５５～１２５℃の温度に晒されるときに、１５
％未満変化する誘電定数を有している、請求項１に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項１１】
　前記成型誘電複合体は、１００ｋＶ／ｃｍよりも大きい絶縁破壊電圧を有している、請
求項１に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの粒子充填材は、実質的に約２０～１５０ナノメートルの範囲内の
粒径を有している、請求項１に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの粒子充填材は、立方晶構造の非耐熱強誘電体粒子を含む、請求項
１２に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項１４】
　前記複合体は、約１０～約８０重量％の強誘電体粒子を含む、請求項１３に記載のコン
パクト線形加速器。
【請求項１５】
　前記強誘電体粒子は、バリウム系セラミック粒子である、請求項１３に記載のコンパク
ト線形加速器。
【請求項１６】
　前記強誘電体粒子は、チタン酸バリウム、チタン酸ストロンチウム、および、その混合
物から成るグループから選択される、請求項１３に記載のコンパクト線形加速器。
【請求項１７】
　線形加速器を製造する方法であって、
　少なくとも１つの有機高分子と、前記有機高分子の誘電定数よりも大きい誘電定数を有
する少なくとも１つの粒子充填材とを含む少なくとも１つの誘電複合スラブを成型し、
　成型された前記誘電複合スラブの誘電定数よりも大きい誘電定数を有する第２の誘電複
合材料によって、成型された前記誘電複合スラブをコーティングし、
　前記第２の誘電複合材料でコーティングされた成型誘電複合スラブのそれぞれに対して
２つの導体を押し付けて、第２の誘電複合材料を前記導体間から押し出すことにより、三
重点領域（ｔｒｉｐｌｅ　ｐｏｉｎｔ　ｒｅｇｉｏｎ）を第２の誘電複合材料で完全に満
たす、
ことを含む方法。
【請求項１８】
　少なくとも２つの誘電複合スラブを成型し、これを第２の誘電複合材料でコーティング
し、少なくとも３つの導体が、第２の誘電複合材料でコーティングされた成型誘電複合ス
ラブと交互に層状配列された状態で配置されて押圧される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第２の誘電複合材料が、より高い濃度の高誘電定数ナノ粒子を更に含む、請求項１
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８に記載の方法。
【請求項２０】
　線形加速器を製造する方法であって、
　モールドキャビティ内に少なくとも１つの導体を位置決めし、
　前記モールドキャビティを、少なくとも１つの有機高分子と、有機高分子の誘電定数よ
りも大きい誘電定数を有する少なくとも１つの粒子充填材とを含む誘電複合体で満たして
、前記誘電複合体内に前記導体を少なくとも部分的に浸し、
　前記誘電複合体を硬化させて、前記誘電複合体を前記導体と一体成型する、
　ことを含む方法。
【請求項２１】
　少なくとも２つの導体が、前記成型誘電複合体との交互の層状配列を形成するために、
モールドキャビティ内で互いに間隔を空けて配置される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　第１の端部から第２の端部へと横方向加速軸へ向かって延び、電気的な波面を伝搬して
、横方向加速軸に沿ってパルス状の勾配を与えるための少なくとも１つの伝送ラインを備
えるコンパクト線形加速器であって、各伝送ラインが、
　第１の端部、および、前記加速軸に隣接する第２の端部を有する第１の導体と、
　第１の導体に隣接し、そして、第１の端部、および、前記加速軸に隣接する第２の端部
を有する第２の導体と、
　前記第１の導体と前記第２の導体との間の空間を満たし、そして、少なくとも１つの高
分子と、前記高分子の誘電定数よりも大きい誘電定数を有する少なくとも１つの粒子充填
材とを備える成型誘電複合体と
を備え、
　前記高分子が有機高分子であり；そして、
　前記コンパクト線形加速器が、さらに、前記成型誘電複合体と、前記第１及び第２の導
体のうちに一方との分離部分にある三重点領域を満たす第２の誘電複合体を備える
ところのコンパクト線形加速器。


	header
	written-amendment

